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適合性試験

FHIR文書を出すことができる

FHIR文書を受けることができる

受けて、すでに登録済の患者かどうかチェック（
人手）し、あればその患者の、なければ新規登録
した患者の情報として、電子カルテで見えるよう
になっていること（電子カルテ、文書系とPACS（も
し使っていれば）の機能）

コードはもちろん厚労標準である、検体検査
はJLAC10、薬剤はHOT9.
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適合性試験で使えるもの

HL7 メンバー用Official Validation Module

FHIRリソースの文書、患者情報、検体検査、処
方、画像、、

実装ガイド（JP Core)

IHE コネクタソン用Gazelle

すでに日本でHL7 v2で使っている

検体検査結果、処方は各個別データはv2と同じ
粒度なので、FHIRリソースはいわば並べ替え.
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病診連携の3形態

紹介状と検査などのレポートや処方を、紙で
送る（封筒に2枚ほど）

連携部でスキャンなどして処理

紹介状と検査などのレポートや処方を紙で送
り、CDがついている

画像がネット経由なら紹介状電子データ加算算
定可能

連携部で紙は処理し、連携部や放射線部でCD
はPACS取り込み

地域連携の仕組みで送り、ビューアで見る.
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紹介の1/5のケースはCT, MRI画像込み
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netPDI システムの概要

提供施設 A
来院時にデータをアップロードする

データIDとパスワードが記載された「トークンシート」やIC

カードを参照施設に持って行く

参照施設

データIDを使いデータの参照やダウ

ンロードができる

提供施設 B

退院時サマリをアップロードする

トークンシート

ICカード

や

IHE協会
クラウド



FHIR 紹介状2形式
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文書リソース

患者リソース

処方リソース

検査リソース

画像リソース

文書リソース
患者リソース
処方リソース
検査リソース
画像リソース

FHIRリソースのみ
PDI

下にFHIRリソース
（浜松で現行CDA
を入れている）
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関連する厚労省規格

HS008 診療情報提供書(CDA)

HS032 HL7 CDAによる退院時サマリー

この2のFHIR版を併記する

HS001 HOT9, HS005 ICD病名集, HS013 
歯科病名集, HS014 JLAC10

HS011 DICOM, HS028 MFER

HS009 IHE PDI

HS031 地域医療連携における情報連携基
盤技術仕様(IHE XDS, XCA).
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部品集
2022

企業数138社

製品情報数379

HL7対応

SS-MIX対応

厚労省標準対応
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